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問�※
不
育
症
で
悩
ん
で
い
る

方
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
（
市
長
）�

　

心
配
り
、
気
配
り
が
大

事
で
あ
る
。
切
れ
目
な
い

子
育
て
環
境
の
中
で
、
相

談
・
ケ
ア
に
対
応
で
き
る

体
制
を
構
築
し
た
い
。

問�

　

本
人
の
意
思
や
能
力
を

尊
重
し
た
寄
り
添
い
を
大

事
に
す
る
認
知
症
支
援
が

大
事
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
３
０
８

２
人
が
地
域
に
お
け
る
応

援
者
と
な
っ
て
い
る
。
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
配
置
し
、
本
人
の
意

思
や
能
力
を
尊
重
し
た
寄

り
添
い
の
充
実
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

問�

　

若
年
性
認
知
症
の
方
へ

の
支
援
は
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
福
祉
の
里
が
連
携
し

て
支
援
に
努
め
て
い
る
。

県
と
の
連
携
を
図
る
役
割

も
果
た
し
た
い
。

問�

　

が
ん
患
者
へ
の
緩
和
ケ

ア
や
※
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
を
、
自
宅
や
住
み
慣
れ

た
地
域
で
行
え
る
体
制
が

必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

緩
和
ケ
ア
は
人
間
の
尊

厳
の
取
り
組
み
。
慎
重
に

対
応
す
る
課
題
で
あ
り
、

情
報
収
集
を
図
り
た
い
。

問�

　

が
ん
治
療
と
仕
事
の
両

立
を
支
援
す
る
仕
組
み
が

必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

実
態
把
握
が
で
き
て
い

な
い
状
況
。
国
で
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
県
で
は
指
針

を
示
し
て
い
る
。
連
携
を

図
り
対
策
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問�

　

古
民
家
・
古
材
の
さ
ら

な
る
再
生
・
活
用
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
に
１
５
０
棟
ほ
ど

確
認
さ
れ
て
い
る
。
誇
る

べ
き
地
域
資
源
で
あ
り
、

マ
ン
パ
ワ
ー
集
団
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
・
町
づ
く
り

へ
の
利
活
用
を
考
え
た
い
。

問�

　

全
体
構
想
や
指
針
を
も

っ
て
芸
術
文
化
振
興
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
の
活
力
、
遠
野
の

魅
力
を
引
き
出
し
て
い
く

た
め
、
振
興
条
例
制
定
に

つ
い
て
積
極
的
に
検
討
す

る
。

問�
　

民
話
・
童
話
・
妖
怪
を

活
用
し
て
親
子
・
家
族
で

楽
し
め
る
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
タ
イ
ナ

ウ
市
や
福
崎
町
、大
府
市
、

武
蔵
野
市
等
、
都
市
間
交

流
に
も
活
か
せ
る
。
知
恵

と
工
夫
、
ア
イ
デ
ア
な
ど

情
報
共
有
し
な
が
ら
、
魅

力
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。

生
活
に
安
心
を

地域資源を活かした
遠野の元気創出を

小林 立栄  議員
（無会派）
一問一答方式

問�

　

前
期
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
の
事
業
内
容

は
。答

（
市
長
）�

　

前
期
計
画
（
平
成
21
年

～
25
年
）
で
は
、「
町
家

の
心
が
息
づ
く
語
ら
い
の

ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
主

に
ハ
ー
ド
事
業
を
実
施
し

た
。

問�

　

前
期
計
画
に
よ
り
町
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

答
（
市
長
）�

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
る
賑
わ
い
の
減
少
傾

向
を
緩
和
し
た
と
は
い
え

る
が
、
回
復
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

問�

　

２
期
目
（
後
期
計
画
）

で
は
市
内
を
回
遊
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

イ
ベ
ン
ト
時
の
効
果
そ

の
も
の
が
、
通
常
の
平
日

及
び
休
日
の
日
常
的
な
賑

わ
い
に
充
分
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
は
ま
だ
い
え
ず
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
回
遊
の
動

き
を
日
常
的
な
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

問�
　

２
期
目
で
は
市
内
各
商

店
街
に
ど
の
よ
う
な
変
化

が
現
れ
始
め
て
い
る
と
思

う
か
。

答
（
市
長
）�

　

中
心
市
街
地
に
お
い
て

は
、
空
き
店
舗
の
改
修
に

よ
る
新
規
起
業
が
増
加
。

先
行
起
業
者
の
取
り
組
み

が
周
辺
商
店
街
へ
波
及
し

て
い
る
と
考
え
る
。

問�

　

中
心
市
街
地
活
性
化
と

遠
野
市
の
財
政
と
の
関
連

性
は
。

答
（
市
長
）�

　

健
全
な
財
政
運
営
を
図

る
上
で
、
固
定
資
産
税
を

安
定
的
に
確
保
す
る
た
め

に
も
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問�

　

水
道
施
設
の
耐
震
化
の

更
新
状
況
、
東
日
本
大
震

災
時
の
被
害
状
況
及
び
他

市
町
村
と
の
応
援
体
制
に

つ
い
て
の
現
状
は
。

答
（
市
長
）�

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

「
耐
震
化
推
進
事
業
」
を

活
用
し
、
8
年
後
の
西
暦

２
０
２
６
年
ま
で
に
約

24
・
０
km
の
老
朽
管
更
新

を
実
施
し
、
耐
震
管
適
合

率
を
56
・
７
％
ま
で
向
上

さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

問�

　

下
水
道
管
路
施
設
の
地

震
対
策
、
耐
震
化
の
取
り

組
み
状
況
及
び
地
震
が
発

生
し
被
害
が
出
た
場
合
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
際
に
は
、
そ
の
機
能
を

維
持
ま
た
は
早
期
回
復
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
対
応

計
画
を
定
め
て
い
る
。

宮田 勝美  議員
（無会派）

中
心
市
街
地
活
性
化
の

取
組
み
と
進
捗
状
況
は

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

耐
震
化
の
現
状
は

一問一答方式

※�

不
育
症

　
２
回
以
上
の
流
産
、
死
産
や

早
期
新
生
児
死
亡
を
繰
り
返
す

こ
と
。
適
正
な
検
査
・
治
療
で

80
％
以
上
の
方
が
出
産
に
た
ど

り
着
け
る
。

※�

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

　
が
ん
治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
に
つ
い
て
、
か
つ
ら
・
胸
部

の
補
整
具
・
補
整
下
着
な
ど
外

見
へ
の
ケ
ア
。

「
民
話
の
道
」
の
再
活
用
も

必
要
で
は
な
い
か
。

中心市街地で開催された日本のふるさと遠野まつり

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


